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研究を始めるのに必要な知識・能力
　有機化学・錯体化学・高分子化学・生体関連化学に関する基礎的な知識と多段階の有機合成（反応・精製・解析）を行い、学際的
研究を行う意欲。また、研究ディスカッションに必要な英語および日本語の能力。

研究室の指導方針
　自主的な研究テーマの遂行を通じて、研究者としての自信を養うことができる研究指導を行います。また、国際学会発表や論文執筆
を通じて、国際的な舞台で活躍できる人材を育成します。日常的な研究室活動では、互いを研究者として尊敬し、信頼できる関係を構
築することで、研究に専念できる環境作りを行います。研究ミーティングは基本的に英語で実施することで、海外へも情報発信できる
基礎的なコミュニケーション能力を身につけると同時に、研究室内アクティビティ（研究室旅行・パーティなど）を通じて教員・学生の
連帯感を高めます。

この研究で身につく能力
研究チームの一員として、機能性分子を設計・合成・評価することができる能力
研究テーマに関して、英語もしくは日本語によって学会等でプレゼンテーションできる能力
挑戦的な有機合成および最先端の学際的研究を達成する能力

修了生の活躍の場
産業界：化学メーカー、素材メーカー、食品メーカー、電機メーカー、機械メーカーなど
アカデミア：大学（国内外）、公的研究機関など

研究内容
　バイオミメティックスおよびテクノミメティクスを融合することで、新しい分子マシンの創成とナノ機械工学および生物応用に関する
研究を行っています。

 ・テクノミメティック分子マシン
　テクノミメティック分子マシンとは、巨視的な機械の機構にヒントを得て、ミクロスケールもしくはナノスケー
ルで機械的な動きを実現する分子です。有機合成化学および超分子化学の手法を用いることで、光や熱、電
子に応答してナノメートルスケールでエネルギー生産や通信、情報伝達を行うことのできる分子マシンの設計と
合成を行っています。具体的なターゲットとして、分子モーター、分子ギヤ、ナノカーを開発しています。

 ・バイオミメティック分子マシン
　外部刺激に応答して誘導される、細胞膜の形態変化や細胞膜内での分子集合体の形成は多くの細胞機能や
疾病と関連する重要な分子機構です。膜タンパク質など、天然に存在する分子マシンを規範として、有機化学
および高分子化学の手法をもとに、細胞膜のダイナミクスを誘導することのできる人工分子をデザイン・ 合成
し、生きた細胞の機能を制御する方法論を開発しています。また、生体内での自己組織化からヒントを得た新
しい分子材料の創成にも取り組んでいます。

 ・ハイブリッド分子マシン
　テクノミメティク分子マシンとバイオミメティック分子マシンを融合することで、次世代の分子マシンの開発
を行っています。例えば、光もしくは電子によって応答する分子マシンをデザインし、生体へと適用すること
で、ナノメートルスケールでの機械的な動きをトリガーとした生理活性の誘導や生体機能の制御をめざした研究
を行っています。

研究設備
　分光分析装置（紫外可視、円二色性、DLS、蛍光など）、合成機器一式（リ
サイクル分取HPLC、フラッシュ自動精製装置など）、超高感度示差走査
熱量分析計、ゼータ電位計、全反射蛍光顕微鏡、電気化学測定装置、生体
分子間相互作用測定装置など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
当研究室は、2018年４月に新しく開設されました。
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アルゴンヌ国立研究所、オハイオ大学、ミシガン大学、カリフォルニア大学
サンフランシスコ校（米国）、ドレスデン工科大学（ドイツ）、グラーツ大学

（オーストリア）ほかフランス、チリ、ベルギーとの共同研究および東京大
学、京都大学、東京医科歯科大学など国内大学および学内他研究室との共
同研究
日本学術振興会（科学研究費補助金）、科学技術振興機構、フランスおよ
びEUからの公的研究費、企業との共同研究など
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